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飼育展示数   哺乳類：２２種１７６点 

鳥  類：２６種１３９点 

爬虫類：１１種４２点 

（平成２３年１０月末日現在） 

 
はじめまして、オリーブです 

 
  

平成２３年８月９日の朝、ハートマン

ヤマシマウマに新しい家族が増えまし

た。父親ビリー、母親ミドリの間に生ま

れた、とても元気なメスの赤ちゃんで

す。 
生後４日目にはグラウンドを駆け回

り、細い足がからまって転ぶのではない

かとハラハラしているお客さんや職員

を尻目に、元気いっぱい飛んだり跳ねた

りしています。 
見に来てくれたたくさんのお客さん

に名前を考えてもらいました。どれも思

いのこもった素敵な名前でしたが、最終

的に「オリーブ」に決定しました。 
ミドリの愛情を一身に受け、オリーブ

はすくすく育っています。 

 グラウンド中央には、わずかばかり

へこんだ部分があり、オリーブはこの

くぼみを飛び越えたり、前脚をちょっ

と入れては飛びあがる、といった遊び

がお気に入りのようです。 

 そんなオリーブ、子供らしい大胆さ

を持っており、物怖じしないでヒトの

近くにも寄ってきます。もちろん、触

ることはできませんが、いい写真を撮

らせてくれるはずです。なお、その際

フラッシュはたかないでください

ね！ 

 最近は母親ミドリとともに、父親ビ

リーと一緒に親子３頭がグラウンド

に出ていることもあります。 

 これからもぐんぐん成長していく

オリーブ、健やかに育つようみんなで

見守っていきたいと思います。 

▲ 母ミドリとオリーブ



獣医の日記 

 

 

 
 
 
 
 
 
  

★動物たちの主な移動（平成２３年８月１日～平成２３年１０月３１日）★ 
ハートマンヤマシマウマ（♀１繁殖）、ヒオドシジュケイ（♂１死亡）、フンボルトペンギン（♂２死亡）、ニホンキ
ジ（♂１譲受）、ミノヒキチャボ（♂１死亡）、ホンシュウジカ（♀２譲渡） 

ニホンキジ 
分類：鳥綱  キジ目 キジ科  

 薬を飲むのが好きだと

いう人はあまりいないと

思いますが、粉薬は苦手な

人、シロップなら大丈夫…

人それぞれだと思います。

小さなお子さんに薬を飲

ませるためのフルーツ味

ゼリーが薬局などで売ら

れていたりもしますね。 

ところで、ペンギンに餌をやっている場面を見たことはあ

りますか。多くのペンギンが人のそばに寄ってきて魚をキャ

ッチしようと待っています。わざわざ陸に上がって手から直

接魚を受け取っていくものも少なくありません。一見ほほえ

ましくも見える光景ですが、実は、怪我をしたり体調を崩し

たりして投薬が必要になったとき、これが役に立つのです。

ペンギンを怖がらせず、苦い味を隠して薬を与えるには…魚

の中に薬を忍び込ませ、直接食べさせればよいのです。 

他の動物でも、バナナなどの果物に埋め込んだり、粉にし

てミルワームにまぶしたりと工夫をしていますが、いつもと

違うぞ…と感づかれて失敗することもしばしばです。薬ひと

つで、毎度頭をひねって知恵比べをしています。

年賀状コンクールのお知らせ 

動物たちへの年賀状コンクールを開催します。 

表面に宛先、差出人の住所、氏名を記載し、裏面に

動物の写真や絵、動物へのメッセージ等を載せてく

ださい。 

宛先：〒212-0055 川崎市幸区南加瀬１－２－１

川崎市夢見ヶ崎動物公園 

「年賀状コンクール」宛て 

募集期間：平成 24 年 1 月 1日（日）～7日（土）

展示期間：平成 24 年 1 月 15 日（日）～22 日（日）

 

ご応募お待ちしております！ 

日本の国鳥です。意外

と気が強く、繁殖期には

攻撃的になります。オス

からはキックが跳んでく

ることもあります。「桃太

郎」のお供としても有名

ですが、かなり活躍した

だろうと思われます。 

派手なオスとは対照的

にメスは地味ですが、オ

ス同様、長い尾が美しい

です。  

コウライキジという、色が

よく似た鳥がおり、近年では

それらと交配した雑種が増え

てしまっています。 

▲♀

▲♂ 

 


